
１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者及び教科書の番号  
 

ソフトウェア活用 冊 数 ２冊 

発行者の略称・ 

教科書の番号 
実教007-913 東法190-910 

 
２ 学習指導要領における教科・科目の目標等 

【商業の目標】 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、

地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

(1) 商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する 

力を養う。 

(3) 職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創 

造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 【ソフトウェア活用の目標】 

  商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業活動におけ

るソフトウェアの活用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 企業活動におけるソフトウェアの活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにする。 

（2） 企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な

根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

（3）企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び、企業活動におけるソフトウェアの活用に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 【ソフトウェア活用の内容及び内容の取扱い】   

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
(1）企業活動とソフトウェアの活用 

 ア ソフトウェアの重要性 

 イ 情報通信ネットワークの導入と運用 

 ウ 情報資産の保護 

（2）表計算ソフトウェアの活用 

 ア オペレーションズ・リサーチ 

 イ 情報の集計と分析 

 ウ 手続の自動化 

（3）データベースソフトウェアの活用 

 ア データベースの重要性 

 イ データベースの設計 

 ウ データベースの作成と操作 

 エ 手続の自動化 

（4）業務処理用ソフトウェアの活用 

 ア 仕入・販売管理ソフトウェアの活用 

 イ 給与計算ソフトウェアの活用 

 ウ グループウェアの活用 

（5）情報システムの開発 

 ア 表計算ソフトウェアによる情報システムの

開発 
  イ データベースソフトウェアによる情報シ 

ステムの開発 
 
 
 

内容を取り扱う際の配慮事項は次のように示さ
れている。 

ア 情報技術の進歩に留意して指導すること。また、

情報を多面的・多角的に分析し工夫して表現する学

習活動、情報の管理と提供の方法について考察や討

論を行う学習活動及びソフトウェアを活用する具

体的な場面を想定した実習を通して、企業活動にお

いてソフトウェアを適切に活用することができる

ようにすること。 
イ〔指導項目〕の（5）のア及びイについては、生徒
の実態や学科の特色に応じて、その中からいずれ
か一つを選択して扱うことができること。 
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３ 教科書の調査研究 

（1）内容 

ア 調査研究の総括表 

     
イ 調査項目の具体的な内容 
① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

     調査研究事項のａ、ｂ及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

       ａ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成（各教科共通） 

調査研究事項のａ、ｂ及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

ｂ ビジネスに関わる内容 
・ 各単元において、ビジネスに関わる内容を見取る。 

《その他の項目》（各教科共通） 
・ 我が国の伝統や文化、国土や歴史に対する理解、他国の多様な文化の尊重に関する特徴や工夫 

・ 人権課題（同和問題、北朝鮮による拉致問題等）に関する特徴や工夫 

・ 安全・防災や自然災害の扱い 

・ オリンピック・パラリンピックに関する特徴や工夫 

・ 固定的な性別役割分担意識に関する記述等 
 

② 調査対象事項を設定した理由等 

ａ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成(各教科共通) 

・ 学習指導要領の中に、「単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育 

成について」言及されているため、各単元における資質・能力をどのように育成できるかという

視点で質的に調査する。 

ｂ ビジネスに関わる内容 
・ 学習指導要領では、ビジネスに関する課題について、協働して分析、考察、討論を行い、解決策

を考案し地域や産業界等に提案するなど言語活動の充実を図ることが求められているため、ビジネ

スに関わる項目・題材について調査する。 
《その他の項目》（各教科共通） 

・ 我が国の領域をめぐる問題及び国旗・国歌の取扱いについては、学習指導要領総則に基づき、

これらの問題を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
・ 北朝鮮による拉致問題については、東京都教育委員会の基本方針１に基づき、人権尊重の理念

を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリス

クマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が

重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に貢献でき

る日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性別

役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等を

見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調査

する。 
 

（2）構成上の工夫（各教科共通） 
・ デジタルコンテンツの扱い 
・ ユニバーサルデザインの視点  

・ 自立した学習者の育成に資する工夫 

      調  査  項  目   対象の根拠（目標等との関連） 
 ａ 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その

中で育む資質・能力の育成（各教科共通） 

学習指導要領 第３章 第３節 第３款１(1) 

ｂ ビジネスに関わる内容 
 

学習指導要領 第３章 第３節 第１款 

    

 

その他の項目（各教科共通） 
 

学習指導要領総則、東京都教育委員会の基本方針、 
東京都教育ビジョン 
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教科名 商業

科目名 ソ フ ト ウ ェ ア活用

実教

商業007-913◆

ソ フト ウ ェ ア活用 新訂版

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 企業活動と ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 企業活動と ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 図表によ り 説明する こ と で、 「 企業活動と ソ
フ ト ウ ェ アの活用」 に関連する 技術を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 表計算ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 表計算ソ フト ウ ェ アの活用」 について、 図表によ り 説明する こ と で、 「 表計算ソ フト ウ ェ
アの活用」 に関連する 技術を 身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用】 ・ 「 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 「 探究問題」 など を活用し 、 生徒が自ら 考
えて説明する 活動やグループで討議する 活動を通し て、 「 データ ベース ソ フト ウ ェ アの活用」
に関連する 技術を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 業務処理用ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 業務処理用ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 「 探究問題」 などを活用し 、 生徒が自ら 調
べ、 考える 活動を通し て、 「 業務処理用ソ フ ト ウ ェ アの活用」 に関連する 技術を身に付ける こ
と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 情報シス テムの開発】 ・ 「 情報シス テムの開発」 について、 図表によ り 説明する こ と で、 「 情報シス テムの開発」 に
関連する 技術を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

ｂ ビジネス に関わる 内容

【 企業活動と ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 企業活動と ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 企業での活用例など を通し て、 「 企業活動と
ソ フト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 表計算ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 表計算ソ フト ウ ェ アの活用」 について、 企業での活用例などを通し て、 「 表計算ソ フ ト
ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用】 ・ 「 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 企業での活用例などを通し て、 「 データ
ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 業務処理用ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 業務処理用ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 企業での活用例など を通し て、 「 業務処理用
ソ フト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 情報シス テムの開発】 ・ 「 情報シス テムの開発」 について、 企業での活用例などを通し て、 「 情報シス テムの開発」
の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 企業活動と ソ フト ウ ェ アの活用の単元において、 「 Ａ Ｉ を活用し た社会の変化」 と し て防災
対応や交通事故の軽減等の具体的な事例が取り 上げら れている 。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 二次元コ ード から イ ンタ ーネッ ト 上のコ ンテンツを利用でき る よ う 工夫さ れている 。

・ カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている 。
・ ユニバーサルデザイ ンフォ ント が採用さ れている 。

・ 巻頭に節ごと の学習内容に関連する 問いを示すと と も に、 各節の内容に対応し た表計算ソ フ
ト やデータ ベース 等のソ フト ウ ェ ア活用を位置付けた例題を段階的に配置し 、 教科書で学習し
た内容をパソ コ ンを利用し て実際に体験でき る よ う にする など 、 学習者が自分で課題や学び方
を 選んだり 、 どのよ う な力を どのよ う な順で身に付けていく かを考える こ と ができ る よ う 工夫
さ れている 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

ユニバーサルデザイ ンの視点
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教科名 商業

科目名 ソ フ ト ウ ェ ア活用

東法

商業190-910◆

ソ フ ト ウ ェ ア活用　 新訂版

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と まり を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 企業活動と ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 企業活動と ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 図表によ り 説明する こ と で、 「 企業活動と ソ
フ ト ウ ェ アの活用」 に関連する 技術を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 表計算ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 表計算ソ フト ウ ェ アの活用」 について、 「 例題」 などを活用し 、 生徒が自ら 考えてプロ グ
ラ ムなどを作成する 活動を通し て、 「 ソ フト ウ ェ アの活用」 に関連する 技術を身に付ける こ と
ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用】 ・ 「 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 「 例題」 などを活用し 、 生徒が自ら 考えて
データ ベース を作成する 活動を通し て、 「 データ ベース ソ フト ウ ェ アの活用」 に関連する 技術
を 身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 業務処理用ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 業務処理用ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 「 章末問題」 などを活用し 、 生徒がグループ
で話合い、 ソ フト ウ ェ アを活用する 活動を通し て、 「 業務処理用ソ フ ト ウ ェ アの活用」 に関連
する 技術を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 情報シス テムの開発】 ・ 「 情報シス テムの開発」 について、 図表によ り 説明する こ と で、 「 情報シス テムの開発」 に
関連する 技術を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

ｂ ビジネス に関わる 内容

【 企業活動と ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 企業活動と ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 架空のレ ス ト ラ ンでの活用例などを通し て、
「 企業活動と ソ フト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 表計算ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 表計算ソ フト ウ ェ アの活用」 について、 架空のレ ス ト ラ ンでの活用例など を通し て、 「 表
計算ソ フト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用】 ・ 「 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 架空のレ ス ト ラ ンでの活用例などを通し
て、 「 データ ベース ソ フ ト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 業務処理用ソ フト ウ ェ アの活用】 ・ 「 業務処理用ソ フ ト ウ ェ アの活用」 について、 架空のレ ス ト ラ ンでの活用例などを通し て、
「 業務処理用ソ フト ウ ェ アの活用」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 情報シス テムの開発】 ・ 「 情報シス テムの開発」 について、 架空のレ ス ト ラ ンでの活用例などを通し て、 「 情報シス
テムの開発」 の内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 安全で効率的なソ フ ト ウ ェ ア活用環境の構築の単元において、 情報セキュ リ ティ の被害状況
や情報セキュ リ ティ 教育について取り 上げら れている 。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 二次元コ ード から イ ンタ ーネッ ト 上のコ ンテンツを利用でき る よ う 工夫さ れている 。

・ カラ ーバリ アフリ ーを含む、 ユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている 。

・ 巻頭に教科書の使い方や各章の概要を示すと と も に、 各節の内容に対応し た表計算ソ フ ト や
データ ベース 等のソ フト ウ ェ ア活用を位置付けた例題を段階的に配置し 、 教科書で学習し た内
容をパソ コ ンを利用し て実際に体験でき る よ う にする など、 学習者が自分で課題や学び方を選
んだり 、 ど のよ う な力をどのよ う な順で身に付けていく かを考える こ と ができ る よ う 工夫さ れ
ている 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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